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1
全体像

2023年9月18日にTNFD最終提言v1.0が発行

ガイダンスの構成要素 概要

Getting started with adoption of 
the TNFD Recommendations

• v1.0で新規導入されたガイダンスであり、TNFDをスタートする上で考慮すべき主要ステップと、
TNFDの4つの柱に沿った評価および開示を準備するための実務的な対応方法が記載されている

TNFD開示提言
Recommendations of the Taskforce on Nature-
related Financial Disclosures

• TNFD開示提言の解説および追加ガイダンスの概要、自然関連の依存関係、影響、リスク、機会の測
定について記載されている、附属書では、開示指標の例が示されている

LEAPアプローチ追加ガイダンス
Guidance for identifying and assessing nature-
related issues (the LEAP approach)

• TNFDにより開発された自然関連課題の評価のための統合的なアプローチ（LEAPアプローチ）のス
テップごとの解説がされている

バイオーム追加ガイダンス
Guidance on biomes

• 特定の種類の生態系（バイオーム）における自然関連の依存関係、影響、リスク、機会の特定、評価、
開示について記載されている

SBTs for Nature追加ガイダンス
Guidance for corporates on science-based targets 
for nature

• Science-Based Targets for Nature（SBTs for Nature）設定のための5つのステップについて、概
説および各ステップで必要となるデータ要件等について説明している

シナリオ分析追加ガイダンス
Guidance on scenario analysis

• シナリオ分析の手法として、参加型ワークショップ主導の4段階のアプローチについて解説がされて
いる

ステークホルダーとのエンゲージメ
ント追加ガイダンス
Guidance on engagement with Indigenous Peoples, 
Local Communities and affected stakeholders

• 自然関連の依存関係、影響、リスク、機会の評価と管理に関連する、企業や金融機関による先住民、
地域コミュニティ、影響を受けるステークホルダーとの有意義なエンゲージメントに関するガイダン
ス

‣ ガイダンスの全体構成：TNFD開示提言に関する全般的なガイダンス（および概要版）をベースとして、追加ガイダンス
が7個、ディスカッションペーパーが3個公表された、セクター別ガイダンスは現時点で金融機関向けのみ

注目ポイント 概要

LEAPアプローチの主要変更点 • （スコーピング）フェーズの簡易化、（Locate）自然の依存・影響の中・高程度におけるスコーピン
グの実施およびセクター・バリューチェーン・地理的位置の3つのフィルターの追加、（Evaluate）
マイナス・プラス影響の分析実施、（Assess）リスクと機会の管理プロセスと関連要素の適合

TNFD開示項目の主要変更点 • 「リスクと影響の管理D」が削除され、「ガバナンスC」が追加された
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1
全体像

TNFD開示提言に関する全般的なガイダンスを三角形の頂点とし、その
下を詳細な追加ガイダンスによって補強する形となっている

• v1.0からの新たなガイダンスとして「Getting started with TNFD」が発行され、他ガイダンスはベータ版v0.4から最終化
されている。

出所：Recommendations of the Taskforce on Nature-related Financial Disclosures（Recommendations_of_the_Taskforce_on_Nature

related_Financial_Disclosures_September_2023.pdf (tnfd.global)）を基にEY作成

https://tnfd.global/wp-content/uploads/2023/08/Recommendations_of_the_Taskforce_on_Nature-related_Financial_Disclosures_September_2023.pdf
https://tnfd.global/wp-content/uploads/2023/08/Recommendations_of_the_Taskforce_on_Nature-related_Financial_Disclosures_September_2023.pdf
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1
全体像

ISSBやTCFDなど他のグローバル基準のアプローチと整合
性が取れていることを強調している

出所：Recommendations_of_the_Taskforce_on_Nature related_Financial_Disclosures, _September_2023, TNFD

▶ TNFD開示提言は、4つの概念的

な基礎、6つの一般的要求事項、

開示提言（4つの柱）、14の開示

推奨事項から構成されており、こ

れらに関連するガイダンスが発行

されている。

▶ これらは、ISSBやTCFDのアプ

ローチを参考に作成されたもので

あり、整合性がとれていることが

強調されている。

▶ また、GRI（Global Reporting 

Initiative）などの基準との言語

や構造、アプローチとの整合性や、

GBF（Global Biodiversity 

Framework）のゴール及びター

ゲットとの一致についても強調さ

れている。

https://tnfd.global/wp-content/uploads/2023/08/Recommendations_of_the_Taskforce_on_Nature-related_Financial_Disclosures_September_2023.pdf
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2
各種ガイダンスについて

Getting started with adoption of the TNFD 
recommendations

• 本ガイダンスでは、TNFD導入には複数の経路があるが、最初の一歩を踏み出すことが重要であり、TNFDをスタートする上
で考慮すべき主要ステップと、TNFDの4つの柱に沿った評価および開示を準備するための実務的な対応方法が記載されてい
る。

出所：Getting_started_with adoption of the TNFD recommendations、

September 2023, TNFDを基にEY作成

考慮すべき７つの重要ステップ

スタート地点
に立ち、時間
をかけて向上
心を高めてい

く

自然の基
礎につい
て理解を
深める 自然に対す

るビジネス
ケースを作
成し、取締
役会や経営
陣の賛同を
得る

今あるも
のから始
め、他の
活動も活
用する

時間をかけ
進歩する計
画を立て、
計画とアプ
ローチを公
表する

エンゲー
ジメント
を通じて
集団とし
ての進歩
を促進す
る

進捗状況
をモニタ
リング・
評価する

TNFD採
用の意思
を登録す
る

‣ TNFDウェブサイトでは、まずは6つの方法にアクセ

スしTNFD活動をはじめることを提示している。

方法 概要

TNFD開示提言 サステナビリティレポートのグローバル基準と整合

がとられ、GBFのゴールとターゲットにも沿った

14の開示提言

追加ガイダンス Guidance for corporates on science-based 

targets for nature、Guidance on scenario 

analysis 等

TNFDフォーラム

への参加

TNFDフォーラムメンバーとなることで、様々なリ

ソースや学習の機会を得ることが可能

ナレッジハブ 自然関連問題に関するリソースやウェビナー、学習

資料等のコレクション

ツールカタログ 自然関連問題の開示や評価に役立つツールやデータ

セットのカタログ

採用意思の登録 TNFD提言を採用する意思の登録

表 TNFDをスタートするための６つの方法

出所：Getting started with the TNFD Recommendations – TNFD

https://tnfd.global/wp-content/uploads/2023/09/Getting_started_TNFD_v1.pdf?v=1695138203
https://tnfd.global/recommendations-of-the-tnfd/getting-started-with-tnfd/
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2
各種ガイダンスについて

Recommendations of the Taskforce on 
Nature-related Financial Disclosures(1/2)

• 本ガイダンスでは、TNFD開示提言（4つの柱と14の開示推奨事項）の解説および追加ガイダンスの概要、自然関連の依存関
係、影響、リスク、機会の測定（測定指標と目標）について記載されている。

• 冒頭では、気候変動リスクと環境リスクは、世界の経営陣が対峙する今後10年間で最も重大なリスクとして認識（世界経済
フォーラム）しているにもかかわらず、依然として、ほとんどの企業、投資家、金融機関は、自然に関する依存関係、影響、
リスク、機会を理解しておらず、戦略や資本配分の決定において自然を十分に考慮していない点を指摘している。また、
TNFD開示提言は、企業が本課題に取り組むための一助となることを示唆している。

表 TNFD開示提言（4つの柱と14の開示推奨事項）

出所：Recommendations_of_the_Taskforce_on_Nature-

related_Financial_Disclosures,  September 2023, TNFD
出所：https://tnfd.global/wp-

content/uploads/2023/09/Executive_summary_of_the_TNFD_recommendations_JP

.pdf?v=1696317189を基にEY作成

https://tnfd.global/wp-content/uploads/2023/08/Recommendations_of_the_Taskforce_on_Nature-related_Financial_Disclosures_September_2023.pdf?v=1695118661
https://tnfd.global/wp-content/uploads/2023/08/Recommendations_of_the_Taskforce_on_Nature-related_Financial_Disclosures_September_2023.pdf?v=1695118661
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2
各種ガイダンスについて

Recommendations of the Taskforce on 
Nature-related Financial Disclosures (2/2)

• 本ガイドラインの附属書では、コアグローバル開示指標及び追加グローバル開示指標の例が約20ページに渡り示されている。

• TNFDにおける指標は評価指標と開示指標があり、計7つの指標が設けられている。

メトリッ

クNo.

インパクト

ドライバー

インディ

ケーター

メトリック GBFターゲット

とのつながり

C1.0 土地／淡水

／海洋利用

の変化

総空間フッ

トプリント

総空間フットプリント

（km2）（合計）：  - 組織が

管理／管理している総表面積

（km2） - 攪乱された総面積 

（km2） - 修復／復元された

総面積（km2） 。

目標1（A.2自然

生態系の範囲）、

目標2、目標5、

目標11（B.1生

態系サービス）

C2.0 汚染／汚染

除去

土壌放出さ

れた汚染物

質の種類別

内訳

汚染物質の種類に関するセク

ター別ガイダンスを参照した、

土壌に放出された汚染物質の

種類別（トン）。

目標7（7.2農薬

環境濃度）、目

標11

表 コアグローバル開示指標と自然関連の依存関係、影響に関する指標（一部抜粋）

メトリック

No.

メトリックカテ

ゴリー

インディケー

ター

メトリックの例

A1.0  自然変化の要

因： 土地／淡

水／海洋利用の

変化

土地利用強度 土地利用強度（トンまたはリットル／

km2） 。 セクターにより異なる。例え

ば、農業セクターの作物収穫量（トン

／km2） 。

A2.0 自然変化の要

因：汚染／汚染

除去

排水処理、再利

用／リサイクル、

回避

排水処理量、再利用量、リサイクル量

（㎥）。 技術的または工程的変更の結

果、ベースラインに対する排水の減少

量（㎥）。

表 自然への依存と影響に関する追加グローバル開示指標（一部抜粋）

出所：Recommendations_of_the_Taskforce_on_Nature-related_Financial_Disclosures,  September 2023, TNFDを基にEY作成

Locate

Evaluate

Assess

Prepare

拠点の優先順位付け指標

依存と影響指標

リスクと機会指標

応答指標

評価指標

開示指標

追加指標

コアセクター指標

コアグローバル指標

TNFD指標の構造

https://tnfd.global/wp-content/uploads/2023/08/Recommendations_of_the_Taskforce_on_Nature-related_Financial_Disclosures_September_2023.pdf?v=1695118661
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2
各種ガイダンスについて

Guidance on biomes

• バイオームとは、熱帯雨林、外洋、砂漠、湖など、世界中の様々な場所に存在する生態系のことを指
す。一般的に、平均降雨量と気温のパターンに応じて生息する植物の種類によって定義される。多く
のバイオームは複数の領域にまたがっており、多くのビジネス拠点と接点を持つ。

• 本ガイダンスでは、特定の種類の生態系（バイオーム）における自然関連の依存関係、影響、リスク、
機会の特定、評価、開示について記載されている。

▶ 各バイオームの紹介

▶ バイオームおよびそれらが提供する生態系サービスに

対するセクターおよび事業活動のマッピング

▶ LEAPの各段階におけるバイオームに関する具体的な追

加ガイダンス

▶ バイオーム特有の影響、依存関係、リスクおよび機会

の例示

▶ 各バイオームのインディケーターとメトリックス

▶ 評価に役立つ業界標準やその他のツール、フレーム

ワーク、データソースへの言及

ガイダンスの内容

バイオーム

環境資産

生態系

サービス

領域 土地 淡水 海洋 大気

図 自然を理解するため
の基本的概念の概要

出所：Guidance_on_biomes_v1, September 2023, TNFDに一部追記

https://tnfd.global/wp-content/uploads/2023/09/Guidance_on_biomes_v1.pdf?v=1695138252
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2
各種ガイダンスについて

Guidance for corporates on science-based 
targets for nature

• TNFDは、企業がTNFD開示提言を適用して目標を設定する場合、 SBTN （Science Based Targets 
Network)が開発した手法を使用することを推奨している。また、設定した目標に向け行動をとり、進
捗と実績を測定することを推奨している。

• 本ガイダンスは、TNFDとSBTN（Science Based Targets Network）の共著となっており、SBTNに
よる科学的根拠に基づく自然関連目標（Science-Based Targets for Nature；SBTs for Nature）設定
のための5つのステップについて、概説および各ステップで必要となるデータ要件等について説明して
いる。

• SBTs for NatureのSTEP3またはSTEP5まで完了することで、TNFDの開示推奨事項「指標と目標C」に
使用できるとしており、またLEAPの各段階のステップは、SBTNの目標設定に役立つとされている。

図 目標設定に関するTNFDとSBTNの基本的な一致点

出所：Recommendations_of_the_Taskforce_on_Nature-related_Financial_Disclosures,  September 2023, TNFDを基にEY作成

https://tnfd.global/wp-content/uploads/2023/08/Recommendations_of_the_Taskforce_on_Nature-related_Financial_Disclosures_September_2023.pdf?v=1695118661


12

2
各種ガイダンスについて

Guidance on scenario analysis

• シナリオ分析は、TNFD開示推奨項目の「戦略C」およびLEAPアプローチの「Assess」フェーズ
に該当するリスク評価ツールに位置づけられているが、LEAPのすべての項目に情報提供可能とさ
れている。

• 自然シナリオは気候シナリオと異なり、1.5℃目標のような地球規模の単一的に合意された指標が
ないため、さまざまな不確実性を説明しながらもっともらしい未来を設定する探索的なシナリオ
となっている。（気候のようなバックキャスト型とは異なる）

• TNFDのシナリオへのアプローチは、2つの重要な不確実性「生態系サービスの劣化（物理リスク
関連深い）」「市場原動力と非市場原動力の一致（移行リスクと関連深い）」を組み合わせ、
2×2のマトリクスで4つのもっともらしいシナリオを検討することができる作りとなっている。

▶ 追加ガイダンスでは、参加型ワークショップ主導の4段階のアプ

ローチについて解説がされており、ワークショップは半日の実

施からでも予備的仮説を生み出すことの可能な設計となってい

る。

Step 1:
関連する原動力の

特定 

Step 2:
不確実性軸に
沿った事業や
施設の配置

Step 3:
シナリオのス
トーリー描写
を使用

Step4:
ハイレベルな
ビジネス上の
意思決定の特

定

生
態
系
サ
ー
ビ
ス
の
劣
化
（
（
物
理
リ
ス

ク
）
軸

市場原動力と非市場原動力の一致（移行リスク）軸

気候対策の積極的な
進展により、自然へ
もプラスとなる政策
や環境への転換が加

速

緊急かつ重大なビジネ
ス・リスクが広く経験
される自然危機の環境

炭素削減は有意義な進
展がみられるが、自然
への優先順位は低い

環境資産は急速に劣化
しているが、政治と金
融の対応は遅く、広範
で体系的な行動を推進
することができない

図 TNFDの重大な不確実性マトリックス

図 シナリオ分析の段階的アプローチ

出所：Guidance_on_scenario_analysis_V1, September 2023, TNFDに一部EYが追記 出所：Guidance_on_scenario_analysis_V1, September 2023, TNFDを基にEY作成

https://tnfd.global/wp-content/uploads/2023/09/Guidance_on_scenario_analysis_V1.pdf?v=1695138235
https://tnfd.global/wp-content/uploads/2023/09/Guidance_on_scenario_analysis_V1.pdf?v=1695138235
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2
各種ガイダンスについて

Guidance on engagement with Indigenous 
Peoples, Local Communities and affected 
stakeholders• 自然に関する依存関係、影響、リスク、機会の評価、管理、開示のために、企業や金融機関が先

住民族、地域コミュニティ、影響を受ける人々、その他のステークホルダーと有意義な関わりを
持つことを支援することを目的に作成されたガイダンス

• このガイダンスによりTNFD開示推奨事項の「ガバナンスC」に対応することとなる

表 ガイドラインの概要

項目 概要

LEAPアプローチにおけるス

テークホルダーエンゲージメン

ト

LEAPアプローチの各ステップに対して、重要なステークホルダーエンゲージメントのための質問例が記

載されている

誰を関与させるか 先住民族、地域コミュニティ、影響を受けるステークホルダー、少数民族が挙げられ、それぞれの特徴

について解説されている

エンゲージメントとデューディ

リジェンス基準

エンゲージメントは、人権や環境デュー・ディリジェンスの一環として、先住民や地域コミュニティ、

影響を受けるステークホルダーの権利に対する統合的なアプローチの下地となることが記載されている

エンゲージメントの準備 先住民や地域コミュニティ、影響を受けるステークホルダーと関わる前に、組織が適切な方針、プロセ

ス、システム、戦略を備えていることが重要としている

エンゲージメントの設計と実
施  

影響を受けるステークホルダーとその正当な代表者が特定後、彼らにエンゲージメントプロセスの設計

に参加してもらうことができ、組織が自然への依存関係、影響、リスク、機会を評価するために LEAP 

アプローチを適用する際に特に関連するとしている

行動とフィードバックのための
システムへのエンゲージメント

組織が自然関連課題への対応を準備する際の重要事項について記載されている
組織は、エンゲージメント・プロセスのガバナンスの一環として、公式で説明責任のある内部プロセス
や、コミットメントや合意事項を定期的に追跡・報告する仕組みを設けるべきとしている
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3
ベータ版0.4からの主な変更点

TNFD開示提言（4つの柱と14の開示推奨事項）とLEAPア
プローチでは、いくつかベータ版0.4から変更があった。

ベータ版0.4からの主な変更点の概要

TNFD開示提言
（4つの柱と14の開
示推奨事項）

▸ 「リスクとインパクトの管理D」が削除され、「ガバナンスC」が追加された
▸ 「優先付け」や「バリューチェーン」のワードが追加され、ISSB等で使用されている言葉との整

合性が強調されている

LEAPアプローチ

▸ LEAPアプローチを通したエンゲージメントでは、影響を受けるステークホルダーに加え、「先住
民族」、「地域社会」が追加された

▸ 開示提言（ガバナンス、戦略、リスクとインパクトの管理、測定指標とターゲット）とLEAPアプ
ローチの各項目との関係性が示された

スコーピン
グ

▸ 事業会社と金融機関の分けが無くなり、全組織に対するスコーピングが示された
▸ ベータ版0.4のLocateで求められていた地域の優先順位付けが、スコーピングフェー

ズで要求されている

Locate
優先地域を特定する作業がなくなり、セクターやバリューチェーン、地理的位置の3つ
のフィルターが設けられ、中程度または高い依存関係と影響を持つ可能性のある活動等
にスクリーニングをかけるステップが踏まれている

Evaluate
インパクトドライバーの特定や、組織が自然に与えるマイナスだけではなくプラスの影
響が新たに求められた

Assess
リスクと機会の管理プロセスと関連要素をどのように適合させることができるかが新た
に求められた
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3
ベータ版0.4からの主な変更点

TNFD開示提言（4つの柱と14の開示推奨事項）

• ベータ版0.4から開示提言の全体項目数の変更はなかったが、大きな変更点としては、ガバナンスC（自然関連の影響を受け
た先住民族や地域社会等に関する組織の人権方針等の説明の要求）が新たに追加され、リスクとインパクトの管理D（ステー
クホルダーの関与についての説明）が削除された。

• その他、「バリューチェーン」や「優先付け」の言葉が追加される等、開示提言にマイナー修正があった。

ガバナンス 戦略
リスクとインパクト

の管理 測定指標とターゲット

自然関連の依存、インパクト、リス
ク、機会に関する組織のガバナン
スを開示する。

自然関連の依存、インパクト、リスク、
機会が、組織の事業、戦略、財務計画に
与える実際および潜在的なインパクトを、
そのような情報が重要である場合に開示
する。

組織が自然関連の依存、インパクト、
リスク、機会をどのように特定し、
評価し、優先付けし、監視するため
に使用するプロセスを記載開示する。

自然関連の依存、インパクト、リスク、
機会を評価し、管理するために使用さ
れる測定指標とターゲットを開示する。 
（かかる情報が重要である場合 ）

開示提言

A. 自然関連の依存、インパクト、リ
スク、機会に関する取締役会の監
督について説明する。

B. 自然関連の依存、インパクト、リ
スク、機会の評価と管理における
経営者の役割について説明する。

A. 組織が短期、中期、長期にわ
たって特定した、自然関連の依
存、インパクト、リスク、機会
について説明する。

B. 自然関連の依存、インパクト、リ
スク、機会が、組織のビジネスモ
デル、バリューチェーン、戦略、
財務計画に与えた影響、および移
行計画や分析今後与えうる影響に
ついて説明する。

C. 自然関連のリスクと機会に対する
組織の戦略のレジリエンスについ
て、さまざまなシナリオを考慮し
て説明する。

D. 組織の直接操業において、および
可能な場合は優先地域に関する基
準を満たす上流と下流のバリュー
チェーンにおいて、資産や活動が
ある場所を開示する。

B. 自然関連の依存、インパクト、リ
スク、機会を管理するための組織
のプロセス、これらに対応する対
策を説明する。

C. 自然関連リスクの特定、評価、管
理のプロセスが、組織全体のリス
ク管理にどのように組み込まれて
いるかについて説明する

A. 組織が戦略およびリスク管理プロ
セスに沿って、重大な自然関連リ
スクと機会を評価し、管理するた
めに使用している測定指標を開示
する。

B. 自然に対する依存とインパクトを
評価し、管理するために組織が使
用する測定指標を開示する。

C. 組織が自然関連の依存、インパク
ト、リスク、機会を管理するため
に使用しているターゲットと目標、
それらと照合した組織のパフォー
マンスを記載する。

D. 自然関連の依存関係、影響、リス
ク、機会に対する評価と対応にお
いて、影響を受けるステークホル
ダーが、組織にどのように関与し
ているかを説明する。

A. (i)直接操業における自然関連の依
存、インパクト、リスク、機会を
特定し、評価し、優先付けするた
めの組織のプロセスを説明する。

A. (ii)上流と下流のバリューチェー
ン並びに投資先の活動及び拠点に
おける自然関連の依存、インパク
ト、リスク、機会を特定し、評価
し、優先付けするための組織のア
プローチプロセスを説明する。

C. 自然関連の依存、インパクト、リ
スク、機会に対する組織の評価と
対応において、先住民族、地域社
会、影響を受けるステークホル
ダー、その他のステークホルダー
に関する組織の人権方針とエン
ゲージメント活動、および取締役
会と経営陣による監督について説
明する。

（赤字表記）TNFDベータ版0.4より追加
（青字表記）TNFDベータ版0.4より削除

開示提言 開示提言 開示提言

出所：https://tnfd.global/wp-

content/uploads/2023/09/Executive_summary_of_the_

TNFD_recommendations_JP.pdf?v=1696317189を基に

EY作成
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3
ベータ版0.4からの主な変更点

TNFD開示提言（4つの柱と14の開示推奨事項） ：ガバナ
ンスC

•新たな「ガバナンスC」とベータ版0.4「リスクとインパクトの管理D」との違い

•「取締役会と経営陣による監視」が追加されたことでガバナンスCに組み込まれた

•「人権」や「影響を受ける先住民族、地域社会」のワードは今回初めて開示提言として表立って追加され
た

ベータ版0.4（リスクと影響の管理）

D) 自然関連の依存関係、影響、リスク、機会
に対する評価と対応において、影響を受け
るステークホルダーが、組織にどのように
関与しているかを説明する。

v1.0（ガバナンス）

C)自然関連の依存関係、影響、リスク、機会に対する組織の評価と対
応において、影響を受ける先住民族、地域社会、その他のステーク
ホルダーに関して、組織の人権方針と関与活動、取締役会と経営陣
による監視について説明する。

ベータ版0.4「リスクとインパクトの管理D」との違い

1. 「取締役会と経営陣による監視」が追加された（これによりガバナンスCへの移動となったと考えられる）
2. 「人権」や「影響を受ける先住民族、地域社会」のワードは今回初めて開示提言として表立って追加された

ベータ版0.4の「リスクとインパクトの管理D」においても「人権」や「影響を受ける先住民族、地域社会」
に関する言及はあったが、v1.0では表立って強調されることで「人権」に対する組織の取り組みの重要性がよ
り一層高まり、これらの取り組みが取締役および経営陣によって監視されていることの説明が必要となった

（赤字表記）TNFDベータv0.4より変更
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3
ベータ版0.4からの主な変更点

LEAPアプローチについては、スコーピングおよびLocate, 
Evaluate, Assessフェーズにおいて、変更があった。

目標とリソースの調整作業の仮説を立てる

スコーピング

診断する（Evaluate）
依存とインパクト

E1
環境資産、生
態系サービス
とインパクト
ドライバーの

特定

E2
依存と

インパクトの
特定

E3
依存とインパ
クトの測定

E4
重要性のイン
パクト評価

自社のどのインパクトが重
要か。

自然に対する依存やインパ
クトは何か。

分析対象となるセクター、
ビジネスプロセス、活動は
何か。どのような環境資産、
生態系サービス、インパク
トドライバーが、これらの
セクター、ビジネスプロセ
ス、活動、評価対象地域と
関連しているのか。

自然への依存の規模、や範
囲はどの程度か。
自社が自然に与えるマイナ
スのインパクトの重要度は
どの程度か。自社が自然に
与えるプラスのインパクト
の規模と範囲はどの程度か。

評価する（Assess）
リスクと機会

A1
リスクと機会
の特定

A2
既存リスクの
軽減とリスク
と機会の管理
の調整

A3
リスクと機会
の測定と優先
順位付け

A4
リスクと機会
の重要性の評

価 

どのリスクと機会が重要で
あり、TNFDの開示提言に
沿って開示する必要がある
か。

どのリスクと機会が優先さ
れるべきか。

既存のリスクを軽減し、リ
スクと機会を管理するプロ
セスと要素で、すでに適用
しているものは何か。
リスクと機会の管理プロセ
スと関連要素(例えば、リス
クタクソノミー、リスクイ
ンベントリ、リスク許容度
基準)をどのように適合させ
ることができるか。

自社の組織に関連するリス
クと機会は何か。

準備する（Prepare）
対応し報告する

P1
戦略とリソー
ス配分計画

P2
ターゲット設
定およびパ
フォーマンス

管理

P3
報告

P4
公表

自然に関する開示はどこで、
どのように提示するのか。

TNFDの開示提言に沿って、
何を開示するのか。

どのようにターゲットを設
定し
進捗度を定義・測定するの
か。

この分析の結果、どのよう
なリスクマネジメント、戦
略および資源配分が決定さ
れるべきか。

発見する（Locate）
自然との接点

L1
ビジネスモデ
ルとバリュー
チェーンの範

囲

L2 
依存とインパ
クトのスク
リーニング

L3
自然との接点

L4
インパクトを
受けやすい地
域との接点

セクター別およびバリュー
チェーン別の自社組織の活
動は何か。
直接的操業している拠点は
どこか。

これらのセクター、バ
リューチェーン、直接的操
業のうち、自然への依存や
インパクトが中程度または
高い可能性のあるものはど
れか。
中程度または高い依存とイ
ンパクトを持つ可能性のあ
るセクター、バリュー
チェーン、直接的操業はど
こにあるか。
直接的操業や、依存が中程
度でインパクトの大きいバ
リューチェーンやセクター
は、どの生物群系や特定の
生態系と接点をもっている
か。

バリューチェーンやセクター
において、依存やインパクト
が中程度または高い組織の活
動のうち、生態学的に影響を
受けやすい場所はどれか。
また、直接的操業のうち、ど
の拠点が生態学的に影響を受
けやすい場所にあるか。

先住民族、地域社会、影響を受けるステークホルダーとのエンゲージメント

組織の潜在的な自然関連の依存、インパクト、リスク及び機会に関する仮説を創出し、LEAP評価のパラメータを定義し、経営層と評価チームが目標と
スケジュールについて一致していることを確認するため、内部及び外部のデータと参考情報源を素早くハイレベルで事前調査すること。

シナリオ分析

組織における重要な自然関連の依存、インパクト、リスク、機会がありそう
な活動は何か？

組織内の現在のキャパシティ、スキル、データのレベル、および組織の目標を考慮した上
で、アセスメントを実施するために必要なリソース（財務、人材、データ）と時間配分を
検討し、合意する。

レ
ビ
ュ
ー
お
よ
び
リ
ピ
ー
ト

（赤字表記）TNFDベータv0.4より変更及び新設

レ
ビ
ュ
ー
お
よ
び
リ
ピ
ー
ト

出所：Recommendations of the Taskforce on Nature-related Financial Disclosures、September 2023 (2023年10月23日アクセス)を基にEY作成

https://tnfd.global/wp-content/uploads/2023/08/Recommendations_of_the_Taskforce_on_Nature-related_Financial_Disclosures_September_2023.pdf?v=1695118661
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